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今年は桜の花が早く咲いて少しすべてが変わってきた感じがあります。庭の皆藤
の花も桜と同じ時に咲きました。ちょっとだけ進んでる時計　ちょっとだけ進ん
でる時計が好きです。２分か３分ぐらい。急いでる朝、時計を見て、　「うわ、も
う７時。 でも、実は６時57分。」と思うと、　ちょっと得した気分。時間に追われ
て生活してる証拠。時計のいらない生活が、ちょっとだけ羨ましい。でも今は、忙
しい生活も、それなりにいいかな。 失ったものの価値失って初めて、その大切さ
に気付く。よく聞く言葉。今まで全く意識していなかったのに、なくしてしまっ
たら突然、その尊さに気付く。悲しい話です。でも、もっと悲しいのは、いつま
でたっても、失ったものの価値がなくならないこと。失ったものに価値を見出し
ているということは、失う前のほうがよかったと思っている証拠。「なくしたん
やったら、ないままでもええやん。」「今は今で、それでええやん。」とは、本音で
はなかなか言えない。失ったものに価値を見出しているが故、失っていなければ
今あるであろう自分に　少しでも近付こうと、頑張る現実の自分。結局、現実の
すべてを受け入れきれていない。さて、これって、前向き？それとも、後ろ向き？
　少なくとも、100%前向きではないです.
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４月１４日昼席午後１時より･･････・春季永代経法座
４月１４日夜席午後８時より････・・出張法座　上平原集会所
４月１５日朝席午前１０時より････・春季永代経法座　佛婦総会　　
４月１５日昼席午後　１時より････・春季永代経法座

　　　　　

先月の３月７日から１1日まで京都の本願寺に行ってきました。連続研修
会の中央教習というのがあって、そのお手伝いに行ってきました。５日間
ほどまったく世間を離れて、仏様のみ教えのことばかり考えていました。
全国から５０名ぐらいの方が各地で地方連続研修というのを受講された方
が集まってこられました。これが済むと御門徒の皆さんは【門徒推進員】と
なられるので、なかなかハードな研修です。毎朝５時半から夜は１２時近
くまでびっしりのスケジュールで、いささか疲れましたがとても有意義な
５日間でした。特に３日目の夜に【決意表明式】というのがあって、本願
寺の仏様の前で、これから【門徒推進員】としての決意を表明するのです
から、なかなか大変です。何しろ仏様の前で約束するのですから、人はだ
ませても、仏様はいつも見ておられるのですから・・・。しかしそれが済
むと皆さん感激されて、中には涙ぐむ人もあって、私も感動しました。経
歴も地位も捨てて、本当に裸になって仏様の前で自分自身を見つめるとい
うことも大切なことですね。私も３０年前の【得度式】という僧侶になる
儀式を思い出しました。
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[[[[[法話]
安らかに安らかに安らかに安らかに安らかに
　『日常勤行聖典（ごんぎょうせいてん）』のなかには、「さんだん
のうた」、「らいはいのうた」とよばれる意訳（いやく）勤行があ
ります。この意訳勤行の最初に「礼讃文（らいさんもん）」とよば
れる言葉があります。紹介しますと「われ今幸いに　まことのみ
法（のり）を聞いて　限りなきいのちをたまわり　如来の大悲に
いだかれて　安らかに日々をおくる　謹んで　深きめぐみをよろ
こび　尊きみ教えをいただきまつらん」というものです。
　日曜学校でこのお勤めを皆でしたあと、リーダーの中学生がた
め息まじりに言いました。「ひとつも安らかなことはない。このあ
いだから自転車は盗られるし、試験の成績はよくなかったし、ク
ラブではしごかれるし」とぼやくのです。どうやら宗教というも
のは、現実の苦しみやつらいことが消えてなくなり、何でも自分
の思いどおりになるものと考えているようです。「安らか」とは、
何事も起きないという意味でしょう
か。
仏さまをものさしとして仏さまをものさしとして仏さまをものさしとして仏さまをものさしとして仏さまをものさしとして
　今から四十年ほど前の本願寺から
出されたもので、「世尊（せそん）を
世間解（せけんげ）と申し上げます。
釈尊が成仏（じょうぶつ）を宣言さ
れたとき告げられたおことばに　　

一切世間に於いて一切世間を離れ一切世間に住す　　という一偈
文があります」と係れているリーフレットが私の手元に残ってい
ます。

　　　　　釈尊がさとりをえられたということは、別天地に遊ぶことでは
ありません。天上界にすましこんでいることでもありません。出
世間という言葉を誤解して、仏さまを現実の生活から切り離し、
遠く死んでから先の話にしてしまうのは間違いです。出世間とは
世間において世間を離れることを言います。私たちは世間におい
て世間に縛られているのです。損得、成敗、名誉や利益、人情と
義理に汲々としている毎日です。
釈尊は世間にあって世間を離れ、
しかも世間に安住されるといいま
す。
　しかし、私はお釈迦さまではあ
りません。私たちにとって「世間
を離れ世間に住す」とはどのよう
なあり方を言うのでしょうか。

　『蓮如上人御一代記聞書（れん
にょしょうにんごいちだいきききがき）』の中に「仏法をある
じとし、世間を客人（まろうど）とせよといへり。仏法のうへよ
りは、世間のことは時にしたがひあひはたらくべきことなりと
云々」（註釈版聖典 12 8 1 頁）とあります。私たちがなすべきこと
は、仏法を基準として、仏さまのおこころをものさしとして、こ
の現実社会を行きぬくことであります。信仰に入れば、自分に
とって都合の悪い人や嫌いな人がいなくなるというようなもので
はないのです。善も悪も、善人も悪人も、念仏を味わうきっかけ
とみなし、仏さまのはたらきに出遭（であ）う道場として、生き
抜けよと言われるのです。
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